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別紙１－２    論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨     
世界のへき地では保健医療従事者の深刻な不足により、推定 10 億人が必要な医療

サービスにアクセスできていない。地域住民への医療アクセス改善のために、へき地

で働く保健医療従事者の教育やトレーニング、人材補充などの支援が行われているが、

へき地医療が抱える課題を完全に解決した国はこれまでにない。日本のへき地医療の

現場でも、看護職員の慢性的な不足および保健医療従事者の高齢化が報告されている。

また、へき地医療拠点病院は、へき地診療所等への代診医の派遣や遠隔診療支援、保

健医療従事者に対する研修等に加え、看護師の派遣も可能である。しかし、このよう

な支援の前提となるへき地診療所看護師の活動の実態が不明であり、拠点病院から看

護師が派遣されても診療所での活動が困難であると報告されている。そこで、本研究

では日本のへき地医療における診療所看護師の育成を目指すために、研修や教育にて

必要となるへき地診療所での看護師のコアとなる活動を検討した。へき地医療におけ

る看護師の活動に関する文献検討およびヒアリング調査、全国のへき地診療所看護師

とへき地医療拠点病院のへき地診療所連携担当者への調査を実施した。 
 

本研究の新知見と意義は要約すると以下のとおりである。 
1. 日本におけるへき地診療所の看護師のコアとなる活動について網羅的にデータ収

集を行い、活動を抽出した。へき地診療所における看護師の活動は基本的な看護

実践にとどまらず、診療所のある地域を理解することや診療所の管理や運営、地

域の行政にも関わり、数多くの多様な活動を行っていた。 
2. へき地診療所看護師の活動実態として、活動の実施状況、重要だと認識されてい

る活動の側面から明らかにした。『看護基礎実践』と『地域理解』に関する活動

は看護師によりおおむね実施され、重要な活動であると認識されていた。『管理

と運営』、『地域行政との連携』関する活動は、へき地診療所看護師にとって重要

であると認識されているが実施されていない活動があった。これらの活動に関し

ては、へき地診療所看護師の活動の課題となることが示唆された。 
3. へき地診療所看護師のコアとなる活動は『看護基礎実践』、『地域理解』、『管理と

運営』、『地域行政との連携』の 4 カテゴリーから構成される 33 項目であることを

明らかにした。 

本研究では、へき地医療における診療所看護師のコアとなる活動を示す重要な知見

を提供した。なお、本研究の一部は Nagoya Journal of Medical Science 誌に掲載予

定(2020 年 5 月)である。 

以上の理由により、本研究は博士（看護学）の学位を授与するに相応しい価値を有

するものと評価した。 

 






